
 

透水性型枠を用いたコンクリートの排水・湿潤連続養生 

コンクリート表層の耐久性向上技術 （商標登録名：W キュアリング®） 

 

技術の特徴 

● コンクリート表層が緻密化し，耐久性を大きく向上します。 

● コンクリート表層に発生しやすい空気泡を抑制することができるため，美観が向上します。 

● 合板型枠と同様の組立，施工が可能です。 
 
 

技術の概要 

コンクリートの排水・湿潤連続養生 
断面内に水を供給することができる有孔透水板をせき板として使用し，コ

ンクリート打込み面側に透水性シートを設置してコンクリートを打ち込みま

す。これにより，打込み直後は，コンクリートから出る余剰水や表面の気泡

を除去することができ，凝結後に透水板へ水を供給することにより脱型せ

ずにコンクリートを湿潤養生することが可能です。 
 
                                                     コンクリートの排水・湿潤連続養生の概要 

養生の効果 
余剰水排水とその後の湿潤養生を連続で行うことを可能としたことにより，コンクリート表層部の細孔組織の緻密化の効果が得ら

れ，水中養生と同等以上の耐久性を確保することができます。さらに，空気泡を抑制することができ，美観が向上します。 
 

  

暴露面 暴露面

 
         塩化物イオンの浸透抑制効果          中性化の顕著な抑制効果 (促進試験材齢 13 週) 
 

実績・事例（下記２例とも壁高欄の一部に適用） 

             
紀北東道路 中谷川第一高架橋上部工事（和歌山県）       東北中央自道車道 長老沢３号橋上部工工事（福島県） 



 

 

実績・事例詳細 

○適用現場 
 
工事名称： 

紀北東道路 

中谷川第一高架橋上部工事 

用途： 

橋台壁高欄 

発注者： 

国土交通省近畿地方整備局 

竣工： 

2012 年 2 月 

                                  適用面                          型枠外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         型枠組立                コンクリートの打込み状況          コンクリートの余剰水排出  
 

空気泡が抑制され
美観が向上

  
コンクリート仕上がり面 
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リバウンドハンマー反発度および 

Torrent 式表層透気係数試験結果（材齢 15 ヶ月） 

Ｗキュアリングは，木製型枠と比較し 

・シュミットハンマー反発度は，約 1.1 倍の向上 

・透気係数は，約 1/5～1/20 の低下 
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Wキュアリング適用面

高さ1.1m×長さ9m

×2面
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高欄壁上部平均 46.1 0.010 42.6 0.054

高欄壁下部平均 49.1 0.003 43.1 0.064

測定位置

Wキュアリング 木製型枠

反発度 反発度


